質　　問　　通　　告　　書
	
	№　　７

	提出年月日
	平成30年　9月　3日
	議席番号
	　９番
	氏名
	金　澤　眞　人

	大子町議会議長　　　大　森　勝　夫　　様
	質問時間
	　60分　30分　選択

	質　　問　　方　　法
	総 括 方 式　　　　　一問一答方式　　　（一方を選択）

	質　　問　　事　　項
	質　　問　　要　　旨　（箇　条　書　き）

	１．新庁舎建設について
	①　１月に基本構想、基本計画が策定され、その後今後の予定

	
	　などが示されているが、現在の進捗状況はどうか。

	
	②　設計業者との意見交換の時に、将来の人口予想に沿って、

	
	　高齢者の利用に配慮した簡素で使いやすい庁舎等の意見が

	
	　出たが、設計に反映されているのか伺う。

	
	③　建設にあたり、建設予算と、利用できる国・県補助金と

	
	　返済方法を伺う。いばらき木づかいチャレンジ事業の対象に

	
	　はなるのか伺う。

	
	④　地元材の利用や地元業者の活用など、地元にお金が落ちる

	
	工夫はされているのか伺う。

	
	

	２．黒沢小学校の跡地利
	①　校庭などの活用に対して、現時点ではどう考えているのか

	　用について
	　伺う。

	
	②　教室や体育館の利用についてはどう考えているか伺う。

	
	③　企業、個人、団体に教室を貸すことは可能か。

	
	④　地域のよりどころとなるような活用の仕方を望むが、町の

	
	考えを伺う。

	
	

	３．町の主要施策の成果
	①　高校生までの医療費無料化による、町の年間の負担と今後

	　と今後の状況について
	の状況を伺う。

	
	②　幼稚園授業料及び保育料の無料化による、町の年間の負担

	
	　と今後の状況を伺う。

	
	③　給食費無料化による、町の年間の負担額について伺う。

	
	④　子育て支援住宅の利用状況は。建設費用に対する国などの

	
	　補助率は。今後の建設に対する考えを伺う。

	
	⑤　健康寿命延伸の主な施策の状況を伺う。

	
	⑥　芸術による町おこしとは、どのような将来像を描いている

	
	　のか伺う。


質　　問　　通　　告　　書

	
	№　　８

	提出年月日
	平成30年　9月3日
	議席番号
	　10番
	氏名
	齋藤　忠一

	大子町議会議長　　　大森　勝夫　　様

	質　　問　　方　　法
	総 括 方 式　　　　　一問一答方式　　　　（３０分）

	質　　問　　事　　項
	質　　問　　要　　旨　（箇　条　書　き）

	1. 高齢者支援について
	①　この度、町では運転免許証返納者に対し、タクシー利用券

	　　　　　　
	　の補助を通常の２分の１から４分の３へと補助率を上げて

	
	　実施をするとされている。返納対策としてはとても有効と思　　

	
	　われるが、以前より課題となっている遠隔距離の方の支援も

	
	　考えるべきではないか。さらに、買い物弱者対策としてみど

	
	　り号を小型化させて、地域を周期的に巡回できる様な支援を

	
	　考えてはどうかと思うが、いかがか。

	
	

	
	②　町の高齢化が進むにつれ一人暮らしの世帯が増加してお

	
	　り、地域によっては連絡班長の選出などに支障をきたしてい

	
	　る。中には順番を先送りにして補っているが、これから増々

	
	　多くなってくると思われる。この様な現状を行政としてしっ

	
	　かり把握し、支援していくべきであると思うが、いかがか。

	
	

	
	③　健康寿命を延ばすためにも、高齢者のスポ－ツの振興は大

	
	　切である。特に最近はグランドゴルフの普及はめざましく、

	
	　町でも各地域に整備を進めている。その様な中、やみぞでは

	
	　昨年、約１１，０００人の利用者があった。町でもそれらの

	
	　健康づくりにポイント事業が行われているが、さらに拡充、

	
	　支援をする事は町の活性化にも繫がるのではないか。また、

	
	　町民より、やみぞの入浴券の発行を望む声が多くある。やみ

	
	　ぞは、今年度より大子町振興公社が指定管理者となり、さら

	
	　なる町民サ－ビスになると思われるが、いかがか。

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


質　　問　　通　　告　　書
	
	№　　９

	提出年月日
	平成３０年　８月３１日
	議席番号
	６番
	氏名
	中　郡　一　彦

	大子町議会議長　　　大　森　勝　夫　　　様

	質　　問　　方　　法
	　　　　　一問一答方式　　　　　　（　３０分　）　　

	質　　問　　事　　項
	質　　問　　要　　旨　（箇　条　書　き）

	１．観光振興について
	①　今年度、観光振興基本計画がまとめられた。その中で、町内の観光地で袋田の滝を訪れる観光客が１位であり、２位が道の駅奥久慈だいごであるが、袋田の滝に一極集中していて町内を周遊する観光客が少ない。アンケートを見ると本町の魅力は山や川などの自然の良さである。山の自然体験ルートは数多くあるが、川遊びのできる場所は限られている。久慈川の簗場周辺に親水公園を整備し、鮎のつかみ取りや川魚にかかわるイベントなどを開催して、川遊びのできる場所を作り、本町を訪問したお客さんが楽しんで滞在できるような方策を考えてはどうか。町の考えを伺う。
②　観光振興基本計画の調査の中で、本町の観光素材に対する興味や食資源に対する興味のアンケート調査で、鮎のつかみ取り体験や奥久慈鮎に興味を持っている観光客が比較的多い。りんご、しゃも、こんにゃく、そばに次いで人気がある。昔から本町で自慢できる食資源である、奥久慈鮎をもっとピーアールし、情報発信すべきではないか。また奥久慈鮎の知名度アップをはかるため、奥久慈鮎に関するイベント等を開催してはどうか。町の考えを伺う。



